
新開発
Pd合金水素分離膜モジュール

お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp



分離膜の概要

お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp
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水素の透過現象

当社はパラジウム合金膜を円筒状に加工。
円筒膜は金属支持体との組み合わせにより強度を保持しています。

原理：Pd-Cu合金
精製純度：99.9999999%(9N)以上
運転温度：350-450℃
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お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp

モジュールの概念図

モジュールは内部に円筒状パラジウム合金膜を有します。
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標準モジュール<MR30C-α>

お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp

＊製品の仕様は改良のため、変更する場合がございます。
ご検討の際には、念のため、お問い合わせ願います。
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<MR30C-α>の水素透過特性

お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp

<使用条件> 原料ガス：水素(純度４Ｎ）、出口圧力：大気圧、加熱温度450℃

モジュールへの原料ガスの供給圧と透過量の関係
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水素精製ミニマムキット(必要最小限一式)

お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp

構成：モジュール、専用ヒーター、断熱カバー、温度コントローラー
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加熱方式

お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp

内部加熱方式を標準としております。
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専用ヒーターはモジュール本体に差し込んで設置します。
ヒーターには温度センサー（熱電対）が内蔵されています。

断熱カバー

断熱カバー

専用ヒーター



お問い合わせ：日本精線㈱_072-840-1268(岩本）h_iwamoto@n-seisen.co.jp

・原料ガスの水素純度
・要求透過量（Ｑ）
・モジュールへの供給圧（Ｐ１）
・必要出口圧（Ｐ２）
・配管サイズ・接続方法
・現状のシステム

新規設計に必要な情報
新規設計も承ります。下記の検討条件をお知らせ下さい。
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